
妁

‘
″
こ
冴
史
研
完
‥
に
‥
昭
和
１
　
三
年
八
月
萎
行

元
代
「
投
下
」
の
語
原
考

安

　
　

部

　
　

健

　
　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝

　

元
時
代
の
文
獣
に
は
、
「
投
下
」
と
い
ふ
文
字
が
習
見
す
る
。

　

「
投
下
」
と
は
、
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
極
め
て
常
識
的
だ
ｌ
と
は
い
へ
、
こ
の
語
を
含
む
幾
多
の
句
例
・
文
例
に
對
し
て
は
、
ほ

ゞ
完
仝
に
爰
富
す
る
Ｉ
定
義
に
従
へ
ば
、
『
諸
王
・
后
妃
・
騎
馬
・
傘
手
功
臣
等
の
領
地
（
乃
至
は
領
民
）
』
を
意
味
し
た
も
の
に
外
な

ら
ぬ
。
そ
れ
は
叉
屡
々
『
領
主
と
し
て
の
資
格
に
於
け
る
諸
王
達
自
身
、
就
中
功
臣
』
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
も
現
れ
て
来
る
。

い
づ
れ
が
そ
の
第
一
次
的
な
意
味
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
俄
か
に
決
定
し
難
い
節
も
存
す
る
が
、
恐
ら
く
は
語
の
原
初
期

か
ら
互
に
相
通
じ
て
用
０
　
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
合
し
て
唯
一
客
醵
を
構
成
す
べ
き
法
人
格
的
な
も
の
と
自
然
人
前
的
な
も

の
と
の
間
に
於
け
る
語
義
の
自
由
な
特
移
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
語
の
由
緒
あ
る
０
　
は
来
歴
に
至
っ
て
は
、
今
な
ほ
詳
か
に
さ
れ
‘
て
ゐ

な
い
。
「
投
」
と
い
ひ
「
下
」
と
い
ふ
二
字
の
組
合
は
せ
の
裡
に
、
果
し
て
如
何
な
る
譚
で
、
上
述
の
や
う
な
意
味
が
生
れ
て
来
た
か

と
い
ふ
事
に
就
い
て
は
、
今
に
至
っ
て
権
威
あ
る
所
説
を
聞
か
ぬ
。
人
々
は
只
、
こ
の
諮
納
的
で
は
あ
る
が
然
し
、
極
め
て
常
識
的

-
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な
定
義
に
於
い
て
の
み
、
漠
然
、
こ
の
「
投
下
」
と
い
ふ
語
を
理
解
し
て
来
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

一
膿
、
諸
王
侯
の
領
地
は
、
い
ま
若
し
之
を
、
純
粋
に
そ
の
授
受
開
係
の
鮎
ば
か
り
か
ら
観
察
す
る
た
ら
ば
、
或
は
輦
な
る
政
治

　

的
現
象
に
止
ま
る
も
０
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
之
を
更
に
、
そ
の
存
在
闘
係
に
於
い
て
観
察
す
る
た
ら
ば
、
そ
れ

　

は
疑
ひ
も
た
く
、
一
の
祀
音
的
ｙ
経
済
的
現
象
で
あ
る
。
各
時
代
を
通
じ
て
、
國
内
諸
地
に
散
在
す
る
こ
の
種
の
地
土
は
、
そ
の
持

　

ち
得
た
悉
ゆ
る
契
機
に
於
い
て
、
常
時
の
靴
會
的
情
勢
と
経
済
的
動
向
と
に
干
興
す
る
こ
と
至
大
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
代
の
諸
王
侯

　

領
地
に
就
い
て
の
正
し
い
理
解
が
、
そ
の
時
代
の
壮
行
経
済
史
に
對
す
る
全
般
的
な
理
解
へ
の
、
必
要
訣
く
べ
が
ら
ざ
る
諸
前
提
の

　

一
を
成
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
論
を
侯
た
ぬ
。
元
時
代
の
祀
會
史
的
・
経
済
史
的
研
究
に
も
、
こ
れ
ら
諸
王
侯
領
地
に

　

對
す
る
、
種
々
の
覗
角
よ
り
す
る
考
察
が
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
更
に
多
言
を
要
し
な
い
所
で
あ
る
。
事
賓
に
於
い

　

て
は
然
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
な
ほ
系
統
的
な
考
察
が
行
は
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
が
正
し
い
理
解
ま
で
に
は
、
前
途
さ
ら

　

に
遼
遠
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
一
に
し
て
止
ま
る
ま
い
。
史
料
の
不
足
・
奎
た
そ
の
宣
少
な
史
料
の
も
っ
難
解
さ
等
、
み

　

な
是
で
あ
ら
う
。
し
か
も
、
そ
の
最
も
根
本
的
な
も
の
Ｘ
一
つ
は
、
営
時
の
諸
王
侯
領
地
に
開
す
る
研
究
の
基
礎
的
問
題
と
で
も
見

　

倣
さ
る
べ
き
、
「
投
下
」
と
い
ふ
語
の
由
緒
・
来
歴
が
、
依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ｘ
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
事
で
は
あ
る
奎
い
か
と
思
ふ
。

　
　

勿
論
、
こ
の
場
合
に
於
け
る
語
の
由
来
の
探
求
は
、
そ
れ
が
ど
れ
程
精
確
に
行
は
れ
た
と
し
た
處
で
、
詰
り
は
そ
の
地
土
に
開
す

’
る
授
受
関
係
の
様
態
を
明
か
に
し
得
る
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
鮎
か
ら
す
れ
ば
斯
様
な
問
題
は
、
と
り
立
て
χ
論
９
　
る
に
は
足
り
な
い
も

　

の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
か
く
し
て
そ
の
語
護
が
明
瞭
に
な
れ
ば
、
吾
々
は
そ
こ
に
始
め
て
、
富
代
諸
王
侯
領
地
に
對
す

　

る
祀
會
史
的
・
経
臍
史
的
研
究
へ
の
、
確
た
る
基
礎
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
が
一
つ
Ｉ
Ｉ
。
更
に
吾
々
は
、
そ
の
授
受
開

　

係
の
比
較
を
通
し
て
、
支
那
に
於
け
る
封
建
制
度
の
時
代
的
推
移
を
跡
づ
け
る
こ
と
も
不
可
能
で
な
い
。
こ
れ
ら
雨
様
の
意
味
に
於

-
２

-

奄



ﾀﾞら

い
て
「
投
下
」
と
い
ふ
一
語
の
由
来
如
何
と
い
ふ
こ
と
は
ｍ
必
ず
し
も
翠
な
る
求
原
的
興
味
の
對
象
ば
か
り
と
し
て
之
を
軽
硯
す
る

こ
と
は
出
来
た
い
と
思
ふ
。
’
鴬
に
一
小
篇
を
草
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

「
投
下
」
と
い
ふ
語
－
―
少
く
と
も
元
時
代
に
謂
は
ゆ
る
「
投
下
」
と
い
ふ
語
の
由
来
を
考
へ
る
に
っ
い
て
、
先
づ
吾
々
の
疑
惑
を

誘
ふ
も
の
は
、
前
記
『
諸
王
・
聯
馬
等
の
領
地
（
領
民
）
』
と
い
ふ
、
そ
の
語
の
内
容
が
、
果
し
て
「
投
」
と
い
ひ
「
下
」
と
い
ふ
二

字
の
も
っ
、
軍
な
る
漢
字
型
的
意
味
表
象
の
組
合
は
せ
に
依
っ
て
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
か
ヽ
但
し
は
ま
た
、
そ
れ
と
は
全
く
無
開

係
に
、
か
様
な
意
味
を
も
っ
、
あ
る
外
國
語
皿
丿
乙
の
昔
を
謬
出
す
る
事
に
依
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

　

支
那
・
殊
に
近
世
支
那
の
文
献
に
は
、
屡
々
投
獣
・
投
昇
・
投
属
・
投
充
な
ど
と
い
ふ
言
葉
が
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
語
は

い
づ
れ
も
、
人
民
が
Ｉ
多
く
は
租
税
そ
の
他
、
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
す
る
幾
多
の
襄
務
を
回
避
し
よ
う
が
篤
に

‐
―
そ
の
地
土
を
阜
げ
て
王
侯
貴
戚
ら
権
威
者
の
も
と
に
、
字
義
通
り
に
「
投
す
る
」
こ
と
を
い
ふ
。
と
こ
ろ
が
諸
種
の
文
献
の
中

に
は
時
と
し
て
ヽ
こ
れ
ら
の
語
の
中
の
翫
れ
か
ど
の
聯
開
に
於
い
て
「
投
下
」
の
語
を
含
む
も
の
が
あ
る
・
例
へ
ば
高
麗
史
や
バ

烈
王
こ
ヽ

四
年
’
ｌ

　
　

西
海
道
内
谷
州
逡
安
雨
城
、
往
年
か
声
塔
察
大
王
。
大
王
使
吉
里
夕
来
鮎
民
戸
。
尋
蒙
省
旨
云
、
諸
王
擲
万
不
得
一
面
収
拾
民

　
　

戸
谷
河

と
あ
り
、
叉
永
楽
大
典
の
姑
赤
編
（
二
）
に
、

　
　

總
帥
所
轄
城
邑
ヽ
有
姑
已
。
一
百
四
十
只
今
皆
か
か
諸
告
ぶ
躍
木
兄
・
騎
馬
愛
不
花
擲
「
戸
雲

-
３

-



６

　
　

と
あ
る
様
な
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
而
も
斯
様
な
例
撹
の
存
在
は
、
と
も
す
れ
ば
吾
々
を
一
の
臆
断
に
誘
ひ
込
み
易
い
。
謂
は
ゆ
る
「
投

如

　
　
　

下
」
と
は
、
か
様
に
し
て
諸
王
・
騎
馬
等
の
隆
貴
の
下
に
投
充
し
投
弄
さ
れ
た
、
土
地

　

人
民
の
謂
ひ
で
は
あ
る
ま
い
か
－
１
－
「
詔

蒙
古
侍
衛
所
管
探
馬
赤
軍
人
子
弟
ｏ
充
諸
王
位
７
０
身
役
九
荒
茶
役
充
軍
ご
靉
晨

起
原
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
し
て
正
し
い

銭
、
案
外
か
う
し
た
所
に
「
投
下
」
の

か
否
か
。

　

こ
の
事
に
就
い
て
、
更
に
他
の
新
し
い
示
唆
を
吾
々
に
呉
へ
る
も
の
は
、
故
箭
内
亙
博
士
の
「
投
下
」
に
對
す
る
所
見
で
あ
る
。

博
士
は
い
ふ
「
投
下
と
は
諸
王
騎
馬
功
臣
等
の
分
地
を
い
ふ
。
此
の
語
の
原
義
詳
な
ら
ね
ど
も
、
遼
史
に
頭
下
と
あ
る
は
全
く
之
と

同
晋
同
朧
な
る
べ
し
」
匹
一
匹
皿
作
皿
匹
皿
か
と
。
博
士
の
所
見
の
要
鮎
は
以
上
の
二
句
に
盗
き
る
。
註
記
で
あ
る
せ
い
も
あ
ら
う
が
、

極
め
て
簡
軍
だ
も
の
で
あ
っ
て
0
そ
の
推
論
の
過
程
も
充
分
に
は
明
か
で
な
い
・
遼
史
索
引
皿
匹
漱
治
に
抹
る
と
こ

に
Ｉ
ヶ
處
な
が
ら
「
頭
下
」
の
類
語
た
る
べ
き
「
投
下
」
の
語
も
見
え
る
。
博
士
が
果
し
て
、
遼
史
に
於
け
る
こ
れ
ら
二
語
の
開
係

を
も
Ｉ
Ｉ
文
面
に
は
と
も
か
く
、
少
く
と
も
Ｉ
念
頭
に
置
い
て
立
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
さ
へ
尚
ほ
疑
は
し
い
。
た
だ

然
し
、
そ
れ
が
軍
な
る
１
　
韻
上
の
一
致
皿
心
皿
皿
一
り
に
か
ら
ば
か
り
の
所
見
で
は
な
く
、
そ
の
基
抹
に
は
更
に
、
二
語
の
も
つ
意
義

内
容
上
の
一
致
を
認
め
て
居
ら
れ
た
こ
と
は
確
賓
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
博
士
の
所
見
は
正
し
い
。
「
投
下
」
印
ち
「
頭
下
」

で
あ
る
と
い
ふ
事
の
限
り
、
吾
々
は
全
的
に
故
博
士
の
明
察
に
信
憑
し
て
可
な
り
で
あ
る
と
思
ふ
。
の
み
な
ら
す
、
近
頃
で
は
別
に

最
も
直
接
的
な
文
献
的
誼
抹
も
阜
げ
得
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
賓
は
、
先
掲
姑
赤
篇
中
の
一
文
、
同
書
他
の
所
（
九
）
に
は
、
違
っ
た
文

醗
宍

　

「
總
帥
管
著
底
城
子
裏
出
来
営
姑
有
来
聡
。
一
百
四
十
戸
姑
尺
只
必
帖
木
兄
大
王
根
前
諸
王
根
前
愛
不
花
騎
馬
根
底
奏
万
有

廃
道
ヽ
不
審
姑
有
廳
道
云
弓
」
と
見
＊
ｒ
　
■
ｕ
た
宋
會
要
稿
四
心
一
一
所
収
の
宋
瑛
雌
の
奏
疏
に
は
よ
り
端
的
に
‘
「
晋
末
虜
主
擲
心
兵
ヽ

謂
之
大
帳
０
　
　
中
略
國
母
述
律
氏
９
０
心
、
謂
之
属
桶
。
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
「
頭
下
」
を
「
投
下
」
に
連
結
せ
し
む
べ
き
最
も
強
力
な

-
４

-
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膠
質
剤
。
「
投
下
」
の
発
語
を
本
来
の
漢
字
と
し
て
解
憚
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
も
と
よ
り
棄
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

然
し
な
が
ら
、
茲
に
ま
た
新
し
い
疑
問
が
郷
る
。
「
投
下
」
即
ち
「
頭
下
」
で
あ
れ
ば
、
少
く
と
も
其
の
ｔ
'
ｏ
ｕ
　
＾
、
あ
る
外
國
語

音
の
完
詳
若
し
く
は
部
分
譚
で
あ
ら
う
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
ぬ
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
於
け
る
「
下
」
も
亦
、
あ
る
外
國
語
音

の
譚
出
で
あ
る
か
ど
う
か
と
云
ふ
事
、
こ
れ
で
あ
る
。

　

元
時
代
の
文
猷
に
は
Ｉ
Ｉ
殊
に
諸
王
・
后
妃
な
ど
の
分
地
・
分
民
に
開
聯
し
て
１
屡
々
「
御
位
下
」
「
位
下
」
「
帳
下
」
な
ど
の

語
が
出
て
来
る
。
そ
の
他
「
幕
下
」
「
廳
下
」
な
ど
の
語
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
の
「
下
」
は
疑
ぴ
も
な
く
、
そ
の
漢
字
型
的
意

味
表
象
に
よ
っ
て
「
し
た
」
或
は
「
も
と
」
を
意
味
す
る
。

　
　

元
制
、
自
作
伽
及
諸
王
、
皆
有
昔
賓
赤
。
蓋
鷹
人
也
。
中
略
打
捕
鷹
坊
人
戸
、
中
略
其
雑
乏
差
役
、
自
太
宗
乙
来
年
抄
籍
、
分

　
　

属
訟
が
望
全
駒
霖
孚
・
劈
配
斟
０
　
べ

「
位
下
」
「
帳
下
」
と
は
、
夫
々
あ
る
「
位
」
・
あ
る
「
帳
」
の
「
し
た
」
或
は
「
も
と
」
に
属
し
て
ゐ
る
土
地
・
人
民
の
謂
ひ
に
外

た
ら
な
い
。
い
ま
移
し
て
「
投
下
」
の
場
合
を
考
へ
る
と
、
こ
の
語
も
亦
「
位
下
」
「
帳
下
」
な
ど
の
一
類
語
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も

考
へ
ら
れ
よ
う
。
謬
音
文
字
の
下
に
本
来
の
漢
字
を
連
結
す
る
こ
と
の
合
理
・
不
合
理
は
姑
く
措
く
。
「
下
」
も
亦
一
の
譚
音
字
に
過

ぎ
ぬ
と
い
ふ
的
確
な
鐙
左
の
畢
げ
ら
れ
な
い
限
り
、
吾
々
の
思
考
は
復
、
こ
ゐ
所
で
停
迷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
元
代
に
謂
は
ゆ
る
「
投
下
」
が
、
仝
的
に
あ
る
外
國
語
音
の
譚
出
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
に
對
す
る
、
的
確
な
鐙
左
は
然
し
、
比

較
的
容
易
に
求
め
得
ら
れ
る
。
元
典
章
詰
、
一
所
収
ヽ
至
元
十
年
竺
六
月
日
附
の
一
公
文
に
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｏ
ｏ

　
　

彰
徳
路
承
奉
中
書
戸
部
符
文
該
。
契
勘
、
本
部
上
承
都
省
、
下
臨
隨
路
諸
司
局
、
及
遇
諸
王
位
下
各
投
項
一
切
民
間
大
小
公
事
。

　
　

照
得
云
云
。

-
５

-



ｊ

　
　

と
あ
る
も
の
、
こ
れ
で
あ
る
。
茲
に
「
諸
王
位
下
各
投
項
」
と
は
、
他
の
元
時
代
の
公
文
に
習
見
す
る
「
諸
王
公
主
勝
馬
各
投
下
」

φ

　
　
　

或
は
「
諸
王
公
主
勝
馬
弁
諸
投
下
」
に
對
庶
せ
ら
る
べ
き
も
の
、
意
味
の
上
か
ら
し
て
「
投
項
」
印
ち
「
投
下
」
で
あ
る
こ
と
明
か

　
　
　

で
あ
る
。
ま
た
「
投
下
」
の
元
代
曹
は
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
「
投
項
」
の
そ
れ
は
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
°
僅
か
に
語
尾
の
兵
曹
の
有
無
を
異
に
す
る

　
　
　

ば
か
り
に
過
ぎ
ぬ
。
晋
韻
の
上
か
ら
云
っ
て
も
、
二
者
の
符
合
を
立
誼
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
は
、

「
投
下
」
を
「
投
項
」
と
し
て
ゐ
る
例
は
、
発
見
に
し
て
こ
の
公
文
を
寧
げ
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
新
元
史
一
に
心
の
兵
志
に
は
、
軍
人
に

よ
っ
て
掠
買
さ
れ
た
人
戸
の
こ
と
を
「
投
畔
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
ｓ
戸
」
と
も
い
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
果
し
て
「
投
下
」
と
開
係
あ
る
か
否

か
も
断
言
を
憚
ら
れ
る
．
こ
こ
に
聊
か
結
論
へ
の
不
安
を
感
じ
た
謬
で
あ
る
が
、
幸
ひ
他
の
異
字
謬
の
存
在
に
よ
っ
て
、
こ
の
不
安

を
一
掃
す
る
こ
と
が
出
来
た
．
欧
陽
文
１
　
公
集
・
文
文
山
集
・
郊
文
忠
公
集
・
黒
鞭
事
略
な
ど
に
散
見
す
る
「
頭
項
」
が
、
そ
れ
で

あ
る
．
例
へ
ば
元
の
邦
経
の
文
に
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
.
…
.
７'
.
.
'
.
'
.
'
ｒ

.
'
.
"
_
'
.
"
"
≫

Ｏ

Ｏ

　
　

乎
陽
一
道
、
隷
抜
都
大
王
．
中
略
今
王
府
叉
将
一
道
細
分
、
使
諸
妃
王
子
各
征
其
民
、
一
道
州
郡
、
至
分
篤
五
七
十
頭
項
．

と
あ
る
．
「
頭
項
」
即
ち
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
が
、
直
接
に
は
「
投
項
」
に
、
奎
た
や
が
て
は
「
投
下
」
「
頭
下
」
に
比
定
さ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
い
て
、
あ
る
外
國
語
音
の
異
字
謬
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
は
一
見
し
て
明
か
で
あ
ら
う
．
處
で
私
は
、
極
く
最
近
に

至
っ
て
ヽ
若
城
眼
治
‘
小
川
心
一
雨
氏
の
御
好
意
に
よ
り
ゝ
小
林
高
四
郎
氏
の
書
か
れ
た
「
元
代
の
『
投
下
』
の
意
義
に
つ
い
て
」
皿

皿
一
作
丿
竹
Ｊ
作
四
と
い
ふ
論
説
を
寓
目
す
る
の
機
會
に
恵
ま
れ
た
．
室
に
迂
か
っ
な
次
第
な
が
ら
、
そ
こ
で
始
め
て
、
王
國
維
氏
に

既
に
「
頭
項
」
は
「
投
下
」
の
貌
昔
な
り
と
の
所
説
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
・
氏
は
黒
縫
事
略
・
金
史
『
い
百
國
用
安
傅
の
「
十
七
頭

項
」
を
、
元
の
許
有
壬
の
中
州
文
表
誉
　
　
所
収
、
右
丞
相
怯
列
公
８
　
道
碑
に
在
る
「
十
七
投
下
」
に
比
定
す
る
こ
と
に
抹
っ
て
、
如

上
の
見
解
に
建
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
す
が
に
建
識
で
あ
る
。
勿
論
、
氏
の
や
う
に
、
そ
れ
ら
用
語
の
関
係
を
「
投
下
」
主
・
「
頭
項
」

６－-



従
の
舘
昔
開
係
と
の
み
認
め
て
よ
い
か
ど
う
か
に
就
い
て
は
、
多
少
の
異
論
も
な
い
で
は
な
い
が
皿
四
、
と
も
か
く
も
籍
り
て
以
て

別
の
方
式
か
ら
す
る
私
の
見
解
を
補
ふ
に
足
ら
う
。
か
く
て
「
投
下
」
の
「
下
」
が
決
し
て
「
し
た
」
或
は
「
も
と
」
の
義
を
も
っ

も
の
で
は
た
く
Ｉ
少
く
と
も
私
の
方
式
か
ら
す
れ
ば
Ｉ
こ
れ
ま
た
一
つ
の
譚
１
　
字
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
ぼ
、
既
に
動
か
し
難
い

事
賓
で
あ
る
。
故
箭
内
博
士
の
「
投
下
」
を
「
頭
下
」
に
比
定
さ
れ
る
に
富
っ
て
は
、
語
気
の
裡
に
な
ほ
若
干
の
疑
問
を
存
し
て
居

ら
れ
る
が
、
茲
に
そ
の
疑
問
も
亦
全
く
氷
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

四

四

四

　

前
節
の
劈
頭
、
私
は
「
投
下
」
に
つ
い
て
、
茲
で
は
特
に
元
時
代
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
旨
を
強
調
し
て
置

い
た
。
｛
ぎ
Ｉ
Ｆ
（
兵
）
と
い
ふ
昔
價
に
よ
２
に
｛
支
持
さ
れ
る
あ
る
外
國
語
の
種
類
の
決
定
に
つ
い
て
、
多
少
の
必
要
を
感
じ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

「
投
下
」
「
頭
下
」
「
投
項
」
「
頭
項
」
な
ど
の
語
が
１
　
穀
と
し
て
ご
冗
時
代
Ｓ
ｉ
ｉ
ｎ
ｔ
'
代
人
に
よ
っ
て
最
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る

以
上
、
本
来
と
外
来
と
を
問
は
す
、
と
も
か
く
其
の
あ
る
外
國
語
が
、
一
先
づ
蒙
古
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
は
云
ふ
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
然
し
、
そ
れ
が
果
し
て
本
来
の
蒙
古
語
で
あ
る
か
、
或
は
外
来
語
の
檀
受
も
し
く
は
消
化
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で

あ
る
か
の
問
題
に
な
る
と
、
や
は
り
其
れ
は
、
契
丹
語
に
基
く
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
元
時
代
の
編
纂
に
か
ｘ
る
遼
史
に
、
特

　
　
　
　
　
　
　

‘

　

恥
ｏ
丘
｀
゛
曽
¨

　
　

県
“
ｏ

　

い
ま
績
通
鑑
長
編
に
禄
る
。
序
乍
ら
、
所
引
の
「
頭
下
」
は
虜
主
即
ち
『
君
主
』
の
そ
れ
で

ク

　
　
　

晋
末
契
丹
一
口
μ
下
＼

i
l
i
i
n
之
大
'
S
:
　
あ
る
。
然
し
之
が
果
し
て
忠
貧
な
る
契
丹
的
用
法
で
も
あ
る
か
否
か
を
詳
に
せ
ぬ
。

φ

　

と
あ
っ
て
ヽ
契
丹
に
於
け
る
「
頭
下
」
の
存
在
の
起
原
遼
遠
た
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
・
更
に
そ
の
契
丹
語
と
し
て
の

に
「
頭
下
」
の
語
が
昼
見
す
る
こ
と
は
兎
も
か
く
、
宋
初
太
宗
雍
煕
二
年
畝
球
の
日
附
を
も
つ
か
の
宋
瑛
の
奏
疏
の
中
に
、

　
　

Ｏ

０
ヽ
ヽ
胃
と
ｊ
ｙ
i
i
i
ｗ
ｏ
い
ま
績
通
鑑
長
編
に
禄
る
。
序
乍
ら
、
所
引
の
「
頭
下
」
は
虜
主
即
ち
『
君
主
』
の
そ
れ
で

７
-



心

　

「
頭
下
」
の
由
来
如
何
と
い
ふ
事
に
な
る
と
、
可
能
性
に
つ
い
て
の
判
断
は
二
途
に
分
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
つ
は
之
を
本
来
の
契
丹

　
　
　

語
と
み
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
之
を
漢
語
と
し
て
の
「
頭
項
」
の
権
受
特
設
さ
れ
た
形
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
漢
語
と
し
て
の
「
頭

　
　
　

項
」
は
、
そ
れ
自
身
に
於
い
て
９
　
ミ
の
意
味
を
持
ち
え
た
こ
と
と
思
ふ
。
そ
れ
が
契
丹
語
に
揖
入
れ
・
ら
れ
て
、
契
丹
語
と
し
て
の

　
　
　

ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
（
ｎ
ｇ
）
に
な
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
第
二
の
見
解
を
支
障
た
く
成
立
せ
し
め
よ
う
が
篤
に
は
、
漢
語
と
し
て

　
　
　

の
「
頭
項
」
が
、
少
く
と
も
唐
末
乃
至
は
五
代
の
頃
か
ら
、
漢
人
に
よ
っ
て
常
用
さ
れ
て
ゐ
た
鐙
左
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し

　
　
　

こ
の
事
に
つ
い
て
は
全
然
知
る
所
が
な
い
。
何
ら
強
力
な
誼
左
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
敢
へ
て
こ
の
第
二
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
の

　
　
　

は
只
、
例
へ
ば
欧
陽
文
忠
公
集
月
の
「
論
湖
南
輦
賊
可
招
不
可
殺
釧
こ
≒
覗
賤
に
、

　
　
　
　
　

臣
風
聞
、
楊
吹
近
典
偕
賊
闘
敵
、
殺
得
七
八
十
首
級
。
中
略
今
湖
南
捕
賊
者
、
殺
一
人
頭
、
賞
銭
十
千
。
官
軍
利
賞
、
見
平
人

　
　
　
　
　

盗
殺
。
平
人
驚
龍
、
盗
起
篤
盗
。
除
狐
和
倚
李
花
脚
等
数
十
七
ｆ
頭
項
外
、
其
齢
隨
大
小
成
火
者
、
不
可
勝
散
。
中
略
若
令
吹

　
　
　
　
　

白
作
意
度
、
招
取
大
頭
項
者
、
因
此
小
勝
、
’
傅
布
捷
聾
。
中
略
旬
日
之
間
、
湖
南
定
矣
。
後
略

　
　
　

と
あ
り
ゝ
文
文
山
集
琵
之
ぺ
賀
災
提
皐
西
林
名
道
夫
書
」
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
翫
年
に
も
ヽ

　
　
　
　
　

即
到
蓋
防
防
晨
頴

　

一
大
９
０
４
１
０
也
よ
承
莫
如
劃
霖
之
秀
額
炭
瓜
葡
而
郷
晶
孤
呈
得
刊
梢
篤
重
。
時
有
剛
到
、

　
　
　
　
　

諸
人
必
能
一
心
同
力
、
以
障
潰
堤
之
衝
。
後
略

　
　
　

と
あ
っ
て
、
或
は
盗
賊
の
首
領
、
或
は
禦
侮
の
長
官
の
こ
と
を
、
宋
人
が
い
か
に
も
自
然
に
之
を
「
頭
項
」
と
呼
傲
し
て
ゐ
る
か
ら

　
　
　

で
あ
る
。
「
頭
項
」
の
見
え
る
北
宋
及
そ
れ
以
前
の
人
々
の
手
に
な
る
文
献
と
し
て
は
、
唯
今
の
と
こ
ろ
僅
か
に
、
か
の
欧
陽
修
の
文

　
　
　

字
を
知
る
ば
か
り
で
あ
る
。
宋
人
の
い
は
ゆ
る
「
頭
項
」
が
果
し
て
漢
語
本
来
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
更
に
叉
、
契
丹
語
の

　
　
　

ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
（
ｎ
ｇ
）
が
漢
語
と
し
て
の
「
頭
項
」
の
楡
受
形
態
で
あ
る
か
ど
う
か
に
就
い
て
は
、
従
っ
て
、
な
ほ
今
後
の
攻
究
を
侯
た
ね

８
-
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ば
な
ら
ぬ
。
茲
で
は
唯
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
置
く
に
止
め
る
。
前
述
の
如
く
王
國
維
氏
は
「
頭
項
」
を
以
て
「
投
下
」
の
誂
１
　

な
り
と
断
じ
て
居
ら
れ
る
と
い
ふ
。
こ
の
見
解
は
然
し
、
事
そ
の
説
若
開
係
に
開
す
る
限
り
、
ま
だ
充
分
な
根
鋒
を
も
っ
も
の
で
は

た
い
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
「
投
下
」
の
語
原
を
、
そ
の
傅
承
の
系
脈
を
つ
き
っ
め
て
ま
で
、
徹
底
的
に
究
明
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
本
篇
に

あ
っ
て
は
便
宜
、
「
投
下
」
及
そ
の
類
語
が
、
少
く
と
も
元
時
代
に
あ
っ
て
は
、
あ
る
蒙
古
語
の
晋
寫
と
し
て
存
在
し
た
と
い
ふ
基
礎

的
事
賓
の
上
に
論
を
進
め
た
い
と
考
へ
る
。
た
だ
之
に
つ
い
て
は
、
結
果
論
的
に
み
て
、
二
三
の
俣
定
が
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
１
契
丹
語
と
し
て
の
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
（
ｎ
ｇ
）
が
、
た
と
ひ
漢
語
と
し
て
の
「
頭
項
」
の
種
受
形
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
日
一
、
契

丹
語
化
さ
れ
更
に
叉
蒙
古
語
化
さ
れ
た
上
は
、
名
詞
以
外
の
他
の
品
詞
へ
の
置
展
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
１
『
諸
王
・
騎
馬

等
の
領
地
（
領
民
）
』
と
し
て
の
「
投
下
」
等
の
語
が
、
早
く
元
時
代
に
あ
っ
て
消
滅
に
諾
し
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
現
代
蒙

古
諸
方
言
の
中
に
、
そ
の
痕
跡
を
留
め
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
事
な
ど
で
あ
る
。
更
に
第
三
と
し
て
１
聾
通
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に

契
丹
語
が
果
し
て
蒙
古
語
系
統
の
言
語
で
あ
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
考
鐙
の
結
果
は
言
語
學
的
に
い
っ
て
、
よ
り
一
般
的
な
爰
営
性

を
も
ち
得
る
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

そ
こ
で
結
局
問
題
は
、
「
投
下
」
「
頭
下
」
乃
至
は
「
投
項
」
「
頭
項
」
、
即
ち
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
若
し
く
は
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
と
い
ふ
１
　
價
に

よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
た
蒙
古
語
は
何
で
あ
っ
た
か
に
錨
着
す
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
先
づ
以
て
、
「
投
下
」
の

成
立
が
、
そ
の
本
質
的
な
約
束
に
於
い
て
は
、
果
し
て
如
何
た
る
條
件
或
は
要
素
を
必
要
と
し
た
か
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら

-
９

-
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ぬ
。
輩
た
る
音
韻
上
の
類
似
乃
至
は
一
致
ば
か
り
を
手
懸
り
と
す
る
こ
と
は
危
瞼
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
投
下
」
の
も
っ
歴
史
的
性
格
を

規
定
す
る
上
に
も
亦
必
要
な
こ
と
で
あ
ら
う
。

　

こ
の
種
の
條
件
或
は
要
素
を
的
躍
に
指
定
す
る
こ
と
も
然
し
、
賓
は
か
な
り
に
困
難
で
あ
る
。
使
っ
た
人
一
・
使
は
れ
た
時
の
如
何

に
よ
っ
て
、
同
じ
「
投
下
」
「
頭
項
」
等
々
の
語
の
指
示
す
る
所
の
も
の
に
も
多
少
の
偏
差
が
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
、
従
っ
て
何
が
そ

の
本
質
的
な
約
束
で
あ
る
か
を
、
客
観
的
な
確
賓
さ
を
以
て
は
断
定
し
に
く
い
篤
で
あ
る
。
が
大
儒
に
於
い
て
、
次
の
二
種
三
個
の

條
件
な
り
要
素
な
り
は
、
そ
の
成
立
の
本
質
的
鴛
態
に
於
い
て
は
不
可
決
の
も
の
で
あ
っ
た
と
兄
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
私
と
し
て

は
、
出
来
る
だ
け
蒙
古
時
代
及
そ
れ
以
前
に
開
す
る
文
献
に
よ
っ
て
、
こ
の
結
論
に
到
達
し
た
。
そ
の
第
一
種
は
謂
は
こ

と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
、
か
っ
て
の
表
現
に
従
へ
ば
、
自
然
人
格
的
條
件
と
い
っ
て
も
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
更
に
之
を
二
個
に

分
析
す
る
。
一
つ
は
軍
事
的
要
素
で
あ
り
、
他
は
動
功
的
要
素
で
あ
る
。
そ
の
第
二
種
は
外
的
・
法
人
格
的
な
條
件
で
あ
っ
て
、
宦

質
的
な
或
は
款
會
的
・
経
済
的
な
要
素
を
な
す
。
具
膿
的
に
は
、
所
領
統
治
標
及
び
徴
税
取
］
作
唐
の
獲
得
・
私
民
私
奴
の
占
有
植
置

等
が
そ
の
内
容
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
内
外
二
條
件
が
國
家
的
腹
威
の
指
令
或
は
認
可
に
よ
っ
て
合
一
せ
し
め
ら
れ
る
時
、
そ
こ
に

始
め
て
、
北
方
民
族
的
封
建
輩
位
と
し
て
の
「
投
下
」
琴
「
頭
項
」
領
が
疲
生
し
成
立
し
得
た
の
だ
と
、
私
は
見
た
い
の
で
あ
る
。

　

勺

　

先
づ
遼
史
哨
匹
の
地
理
志
を
見
る
と
ゝ
い
は
ゆ
る
「
頭
下
軍
州
」
に
つ
い
て
次
の
様
な
説
明
を
附
し
て
ゐ
元

　
　

詣
葎
笑
臣
嘉
ｓ
よ
訟
坤
家
ぶ
ふ
戮
ふ
払
ぶ
２
　
肛
航
践
雑
賜
誰
陽

即
ち
、
少
く
と
も
遼
時
代
の
「
頭
下
」
は
、
軍
事
行
動
の
結
果
と
し
て
成
立
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
征
戦
所
獲
の
人
口
そ
の
他
を

集
め
た
土
地
を
、
そ
の
軍
事
指
導
者
た
ち
の
封
領
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
黒
縫
事
略
の
記
事
に
な
る
と
、
軍
馬
を
統
率
す

る
者
自
身
が
「
投
下
」
で
あ
る
か
と
思
は
せ
る
様
な
書
振
り
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
、
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１
０
八
恥
駈
１
０
山
ヽ
か
１
０
２
０
加
か
蜘
ヤ
中
ゆ
兵
数
多
寡
、
不
得
而
知
。
中
略
今
之
除
ヤ
叉
不
知
其
彭
ヽ
‐
老
骨
ｔ
町
死
者
過
牛
・

　
　

然
戦
争
不
休
、
則
綾
能
兵
者
、
叉
似
不
乏
。
共
１
０
身
分
戌
、
則
窟
具
之
兵
在
遼
東
、
荼
合
解
之
兵
在
回
回
。
後
略

と
か
、
叉
、
「
其
警
必
禄
高
阜
、
中
略
齢
紗
匹
彫
、
軸
除
蜘
心
、
以
序
而
管
。
後
略
」
な
ど
セ
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
「
投
下
」
の

成
立
に
際
し
ヽ
何
ら
か
の
意
味
に
於
い
て
、
軍
事
的
要
素
が
必
要
で
あ
っ
た
事
は
、
ご
れ
ら
に
よ
っ
て
、
一
雇
之
を
瞳
め
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　

い
「
投
下
」
の
成
立
は
更
べ
勲
功
を
音

　
　
　

馬
及
有
分
地
功
臣
戸
、
居
上
郡
大
部
隆
興
者
、
呉
民
均
納
供
需
。
」
と
あ
る
。
茲
に
謂
は
ゆ
る
「
諸
王
騎
馬
及
有
分
地
功
臣
」
と
は
、

　
　
　

前
に
の
べ
た
「
諸
王
騎
馬
井
診
擲
「
」
と
い
ふ
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
「
功
臣
」
を
以
て
「
投
下
」
を
表
現
し
て
ゐ
る
例
が

　
　
　

鮮
く
な
い
。
あ
る
場
所
に
「
十
投
下
」
と
あ
る
も
の
を
、
他
の
場
所
で
「
十
功
臣
」
と
し
て
ゐ
る
様
な
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の

　
　
　

最
も
顕
著
な
例
は
’
　
i
K
史
一
ｆ
)
　
1
百
の
木
華
黎
傅
に
附
せ
ら
れ
た
其
子
学
魯
の
傅
に
、
「
丙
戌
劈
引
見
冥
賢
お
、
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○

　
　
　

ロ
篤
食
邑
。
曰
十
投
下
。
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
動
功
的
要
素
が
如
何
に
重
大
な
関
係
を
も
っ
て
ゐ
た
か
は
、
こ
れ
ら
に
依
っ
て
明

　
　
　

か
で
あ
る
。
た
ば
こ
Ｘ
に
見
ら
れ
る
「
諸
王
鮒
馬
知
諸
投
下
」
と
い
ク
た
、
恰
も
「
投
下
」
と
は
端
的
に
「
功
臣
」
の
み
を
意
味
す

　
　
　

る
も
の
で
あ
る
か
の
様
な
特
殊
な
表
現
１
１
そ
の
由
っ
て
来
っ
た
所
以
は
恐
ら
く
、
元
人
の
價
値
感
党
に
於
い
て
は
時
に
、
『
領
主

　
　
　

き
七
の
資
格
』
維
餅
翫
疑
１
　
盾
が
「
諸
子
后
妃
・
騎
馬
・
公
主
モ
れ
ぞ
れ
芦
七
の
資
格
言
「
功
臣
き
七
の
資
格
」

　
　
　

と
の
中
間
に
位
置
を
占
め
勝
ち
で
あ
っ
た
篤
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

か
く
て
「
投
下
」
の
成
立
に
は
、
そ
の
内
的
・
自
然
人
格
的
な
條
件
と
し
て
、
軍
事
的
要
素
と
動
功
的
要
素
と
が
必
須
な
も
の
と

心

　

な
っ
て
は
居
た
。
然
し
乍
ら
こ
れ
ら
の
二
要
素
は
、
各
々
別
個
に
そ
の
成
立
を
條
件
づ
け
て
ゐ
た
詳
で
は
た
い
。
上
に
列
挙
し
た
諸
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がざ

文
訟
を
表
面
的
に
の
み
解
鐸
す
る
と
き
は
、
勿
論
、
そ
れ
ら
は
別
個
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
・
然
し
、
今
之
を
事
変
に
つ
い

て
観
察
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
二
要
素
は
常
に
、
或
る
　
　
個
の
分
地
受
領
者
の
裡
に
具
販
さ
れ
て
ゐ
た
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ

Ｊ
ヽ
ａ
♀
「
五
雫
」
詣
門
皿
潔
弓
と
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
蒙
古
時
代
の
五
名
の
封
侯
の
事
蹟
を
調
べ
て
み
て
も
、
彼
ら

は
何
れ
も
、
そ
の
常
時
に
於
け
る
軍
事
的
動
功
者
に
外
た
ら
な
い
。
純
然
た
る
文
治
的
功
悟
者
の
た
め
に
、
「
投
下
」
の
成
立
し
た
例

の
如
き
は
、
却
っ
て
見
出
し
得
な
い
。
既
引
、
遼
史
の
地
理
志
「
頭
下
車
州
」
の
條
を
綸
す
る
と
、
「
頭
下
」
領
主
た
る
べ
き
も
の
の

中
に
「
公
主
」
の
一
目
が
存
在
す
る
。
宋
瑛
の
奏
疏
の
中
に
も
「
國
母
述
律
氏
頭
下
」
の
語
が
見
え
て
ゐ
た
。
女
性
で
あ
っ
て
而

も
「
頭
下
」
領
主
。
一
見
奇
異
に
感
じ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
然
し
之
に
っ
い
て
も
、
彼
ら
が
私
兵
の
所
有
者
と
し
て
軍
事
的
動

功
者
た
り
得
る
機
縁
に
恵
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
憶
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
元
時
代
の
后
妃
や
公
主
に
開
し
て
は
、
な
ほ
幾
分
の
疑
念
を
残

し
て
ゐ
る
が
、
少
く
と
も
遼
時
代
の
そ
れ
ら
に
開
し
て
は
、
之
を
「
頭
下
」
の
語
義
の
捷
充
俊
質
に
依
る
も
の
と
解
す
る
に
は
営
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

ま
い
と
思
ふ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
先
の
二
要
素
は
寧
ろ
、
之
を
軍
事
的
勲
功
に
綜
合
諮
一
し
た
方
が
爰
営
で
あ

ら
う
・
た
と
ひ
遼
代
開
係
の
文
献
に
勲
功
的
要
素
が
表
在
せ
す
、
元
時
代
の
そ
れ
に
軍
事
的
要
素
の
露
呈
せ
ぬ
も
の
が
多
い
と
し
て

も
、
必
ず
し
も
之
を
「
投
下
」
の
語
義
の
時
代
的
便
化
に
起
原
す
る
現
象
だ
と
見
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

り

　
　

三

　

内
的
條
件
に
相
庶
じ
て
、
「
投
下
」
の
成
立
は
士
た
外
的
條
件
を
も
必
要
と
ず
る
。
「
投
下
」
の
も
っ
法
人
格
的
相
貌
を
充
足

　
　

ぐ
せ
し
む
べ
き
賓
質
的
な
、
叉
、
祀
會
的
経
済
的
な
諸
要
素
を
含
む
條
件
で
あ
る
。
そ
の
Ｉ
Ｉ
は
所
領
統
治
樹
で
あ
る
が
、
遼
史
『
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一

　
　

〇
〇
Ｄ
Ｏ

　
　

０
０
０
０
０
０
０
０

理
志
の
「
頭
下
軍
州
」
の
條
に
は
之
に
つ
い
て
、
「
其
節
度
使
朝
廷
命
之
、
刺
史
以
下
、
皆
以
本
主
部
曲
充
焉
。
」
と
説
い
て
ゐ
る
。

そ
れ
に
對
し
て
初
め
か
ら
、
或
る
程
度
ま
で
の
制
限
の
附
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
元
時
代
の
「
投
下
」
に
あ
っ
て
も

Ｉ
一
時
期
の
前
後
に
よ
っ
て
多
少
の
異
同
こ
そ
あ
れ
Ｉ
原
則
上
陸
ゞ
同
一
性
質
の
事
態
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
史
料
の
指

２
-



・
孚
作
令
ｔ
・
艶
群
↓
詰
μ
混
作
％
群
‰
″
詣
こ
の
最
後
の
こ
と
は
、
以
下
の
諸
１
　
項
に
つ
い
て
も
同

様
に
爰
営
す
る
で
あ
ら
う
。
因
み
に
、
か
Ｘ
る
統
治
篠
の
設
定
さ
る
べ
き
所
領
地
土
の
所
在
は
、
少
く
と
も
こ
と
元
時
代
に
開
す
る

限
り
、
強
ち
其
の
領
主
た
る
べ
き
者
の
可
牧
的
な
「
農
±
1
閃
‐
ま
」
詣
い
謎
％
歎
］
・
緯
９
「
對

ｔ
」
詣
纒
緊
雛

９
　
訂
Ｅ
新
註
心
配
群
０
　
弓
饌
赳
琴
所
票
医
学
轟
７
・
で
茫
っ
た
。
「
影
」
・
所
票
斥

の
敷
ヶ
處
に
亙
っ
；
へ
、
彼
ら
の
所
領
地
土
は
存
在
す
１
と
が
出
来
た
の
呈
『
ｓ
。
惣
公
述
獣
顎
献
そ
の
二
１
は
徴

税
朧
乃
至
は
賜
税
幄
で
あ
る
。
遼
史
で
は
前
文
に
引
績
い
て
、
「
官
位
九
品
之
下
及
井
邑
商
質
之
家
ｏ
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
ｏ
０
万
。
唯
酒
税
課

納
上
京
嗜
眠
司
。
」
と
あ
り
、
又
か
の
都
経
の
文
皿
に
は
、
「
使
諸
妃
王
子
各
征
北
ハ
民
。
一
道
州
郡
、
至
分
篤
五
七
十
頭
項
。
」
と
あ
っ

た
。
後
例
に
於
け
る
能
動
者
は
、
い
は
ば
私
的
権
誠
■
Ｋ
Ｈ
１
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
必
ず
し
も
適
例
と
は
言
ひ
難
い
け
れ
ど
も
、
又
以

て
「
投
下
」
に
於
け
る
徴
税
幄
の
重
要
さ
を
伺
知
る
に
は
足
ら
う
・
但
し
、
蒙
古
時
代
に
、
そ
の
太
宗
八
年
仁
一
以
来
、
五
戸
絲
四
匹

親
匹
匹
の
制
度
が
探
ら
れ
て
か
ら
の
事
は
、
徴
税
権
な
ど
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
、
賜
税
幄
と
い
っ
た
方
が
適
は
し
い
や
う
に
思
ふ
。

そ
の
＝
〒
―
は
私
民
の
占
有
と
私
奴
の
植
置
で
あ
る
。
遼
史
地
理
志
の
「
頭
下
軍
州
」
の
條
に
も
「
従
征
俘
掠
、
或
置
生
口
、
各
團

集
」
と
あ
っ
て
、
二
種
の
恐
ら
く
は
経
済
民
の
、
併
存
乃
至
は
輩
存
を
示
唆
し
て
ゐ
た
が
、
更
に
、
そ
の
地
理
志
の
序
説
に
は
、
「
叉

以
征
伐
俘
戸
、
建
州
襟
要
之
地
。
多
因
習
居
名
之
、
加
以
私
奴
置
投
下
州
。
」
と
い
ひ
、
一
珊
明
確
に
そ
の
併
存
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
経

済
民
と
呼
ん
だ
の
は
、
前
者
が
主
と
し
て
租
税
こ
と
に
農
租
の
篤
に
、
後
者
が
主
と
し
て
爾
膀
の
一
般
の
生
産
的
ま
た
不
生
産
的
な

努
役
の
た
め
に
、
そ
の
存
在
を
必
要
と
せ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
遼
代
に
於
け
る
俘
戸
と
私
奴
皿
丿
匹
乱
穴
一
匹
心
一
に
心

雷
と
ま
、
^
i
J
＾
?
Ｊ
Ｊ
_
ｒ
'
、
一
心
叱
て
吟
ず
る
股
Ｆ
ヨ
と
。
去
令
□

　

ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
-
i
i
n
-
k
i
i
m
i
i
n
蕪
一
八
い
嫁
と
に
該
富
す
る
も
の
と
み づ

大
過
あ
る
吏

匹
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
元
代
に
於
け
る
投
下
戸
と
ビ
怜
口
ｇ
ｅ
ｒ
-
ｕ
ｎ
-
ｋ
ｉ
ｉ
ｍ
ｕ
ｎ
　
｜
ｇ
”
＜
ｉ
｜
と
に
該
富
す
る
も
の
と
み

心

　

い
。
怯
怜
ロ
に
開
す
る
部
分
は
、
敗
箭
内
亙
博
士
の
夙
に
指
摘
し
て
置
か
れ
た
事
に
湯
す
る
　
１
心
皿
四
一
八
一
Ｌ
Ｅ
。
元
代
、
こ
と
に
元
初
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が

　
　

の
文
猷
に
も
や
は
り
、
「
部
曲
」
の
語
が
習
見
す
’
・
。
ヒ
か
し
こ
れ
は
寧
ろ
べ
投
下
」
に
附
隨
す
’
・
人
的
要
素
の
汎
櫛
驚
勁
匹

　
　
　

弦
配
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
Ｉ

　
　
　

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

　
　
　

「
投
下
」
成
立
の
外
的
條
件
と
し
て
畢
ぐ
べ
き
も
の
は
、
大
服
以
上
の
三
項
に
っ
き
る
。
そ
れ
ら
以
外
に
別
に
、
純
然
た
る
私
兵
も

　
　
　

し
く
は
私
兵
的
な
軍
隊
、
例
へ
て
い
ふ
な
ら
ば
、
元
時
代
に
於
け
る
探
貨
呉
竹
疆
い
詰
羅
・
や
う
ｔ
？
貰
驚

　
　
　

に
1
9
　
馳
詣
駄
談
脂
と
い
ふ
事
も
、
こ
れ
に
聯
開
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
こ
れ
は
然
し
敦
れ
か
と
云
へ
ば
、
「
投

　
　
　

下
」
の
成
立
以
前
に
於
い
て
其
の
腿
生
を
可
能
な
ら
し
め
、
成
立
後
に
於
い
て
其
の
存
在
理
由
を
充
足
せ
し
め
た
内
部
的
原
動
力
と

　
　
　

見
傲
さ
る
べ
き
も
の
Ｉ
観
念
上
、
直
接
に
は
寧
ろ
「
農
土
」
に
こ
そ
開
係
づ
け
ら
る
べ
き
者
で
あ
っ
た
。
内
的
條
件
の
裡
に
既
に
、

　
　
　

軍
事
的
要
素
の
中
の
重
大
分
子
の
Ｉ
と
し
て
胎
動
し
て
ゐ
た
譚
で
も
あ
る
皿
皿
必
I
　
Ｋ
Ｅ
Ｉ
ｌ
ｆ
　
1
　
ｓ
Ｋ
Ｍ
ｎ
茲
で
は
除
外
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ

　

「
投
下
」
「
頭
下
」
並
び
に
「
投
項
」
「
頭
項
」
の
元
代
音
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
及
び
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
其
等

の
成
立
に
富
っ
て
は
、
内
的
・
自
然
人
格
的
條
件
と
し
て
の
軍
事
的
勅
功
と
、
外
的
・
法
人
格
的
條
件
と
し
て
の
諸
種
の
特
馥
規
定

と
が
必
須
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
成
立
に
開
す
る
諸
條
件
が
、
お
の
づ
か
ら
、
そ
の
１
　
候
内
容
を
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
い
ふ
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
か
く
て
音
韻
上
・
語
義
上
の
要
件
が
と
も
か
く
も
出
揃
ふ
。
吾
々
は
愈
々
そ
の
語
原
如
何
の
探
索
に
営
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　

Ｊ
ワ
レ
フ
ス
キ
ー
其
の
他
に
強
っ
て
色
妾
討
ね
て
み
た
が
、
や
は
り
、
名
詞
型
そ
の
ま
Ｘ
で
今
の
目
的
に
合
致
す
る
軍
語
は
見
営

ら
な
い
。
動
詞
型
の
も
の
で
も
、
詳
語
の
指
示
す
る
所
に
忠
賓
な
限
り
、
悉
ゆ
る
要
件
を
残
り
な
く
満
足
さ
せ
る
程
の
も
の
に
は
廻

― 14 ―
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合
は
ぬ
。
先
づ
無
難
と
思
は
れ
る
も
の
は
唯
、
「
功
劈
に
酬
い
る
」
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
t
ｎ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
m
e
ｒ
i
ｔ
ｅ
ｓ
　
^
＆
＜
ど
の
意
味
を
有
す
る
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
ｋ
ｏ
ｕ

!
Ｓ
　
　
ｔ
ｏ
ｋ
ｉ
ｙ
ａ
-
ｋ
ｕ
と
い
ふ
動
詞
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
動
詞
の
語
幹
、
も
し
く
は
こ
の
動
詞
か
ら
作
ら
れ
る
名
詞
型
を
以
て
「
投
下
」

「
頭
項
」
な
ど
の
語
原
と
す
る
の
が
、
こ
の
際
最
も
穏
営
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
惟
ふ
。
之
を
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
　
　
＾
比
定
す
る
だ
け
の
こ

と
で
あ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
問
題
は
比
較
的
す
く
た
い
。
更
に
こ
の
動
詞
か
ら
出
た
名
詞
型
を
も
っ
て
来
よ
う
と
す
る
と
、
蒙
古

語
と
契
丹
語
と
の
言
語
學
的
開
係
の
他
に
、
蒙
古
語
自
身
に
於
け
る
接
尾
語
の
歴
史
的
迩
域
的
愛
化
な
ど
の
問
題
も
纒
っ
て
来
る
。

さ
う
な
る
と
吾
々
専
門
家
な
ら
ぬ
者
に
は
、
到
底
手
に
負
へ
た
く
た
っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
’
茲
で
は
便
宜
、
か
よ
う
な
問
題
に
拘

は
る
こ
と
を
避
け
、
あ
り
合
は
せ
の
文
法
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
詞
型
に
開
す
る
所
見
を
陳
べ
て
置
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ル
ド
こ

フ
に
抹
る
と
、
蒙
古
語
で
は
「
そ
の
行
篤
を
受
け
る
物
」
を
示
す
の
に
、
動
詞
の
語
幹
に
ｇ
ａ
ｎ
｡
　
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
ｇ
ａ
｡
　
ｇ
ｅ
或
は
ｖ
ａ
ｎ
｡
　
ｙ
ｅ
ｎ
｡
　
ｙ
ａ
.

ｙ
ｅ
（
語
幹
の
終
り
に
ｉ
が
あ
る
場
合
）
を
接
尾
せ
し
め
る
と
い
ふ
。
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
の
場
合
で
あ
れ
ば
営
然
、
ｇ
ａ
ｎ
若
し
く
は
侭
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
「
功
努
に
酬
ゐ
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
ｇ
ａ
ｎ
｡
　
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
ｇ
ａ
と
い
ふ
形
が
出
来
上
る
。
而
も
ａ
ｇ
ａ
ｎ
｡

ａ
ｇ
ａ
は
事
賓
上
習
ふ
と
諒
取
さ
れ
る
。
結
局
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
ｎ
並
び
に
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
が
同
一
の
語
の
違
っ
た
形
と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
造
語
過
程
、
少
く
と
も
こ
れ
に
類
す
る
造
語
過
程
が
、
若
し
元
代
蒙
古
語
か
ら
更
に
湖
っ
て
契
丹
語
に
於
い
て
も
在
り
得

た
も
の
と
仮
定
出
来
れ
ば
、
「
投
下
」
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
「
頭
項
」
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
　
Ｆ
ｎ
な
ど
は
、
不
定
型
の
語
幹
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
に
基
く
と
見
る
よ
り
は
、

こ
の
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
｡
　
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
ｎ
の
對
晋
と
み
る
方
が
、
よ
り
適
営
な
こ
と
は
勿
論
な
の
で
あ
る
。

　

な
ほ
こ
れ
ら
の
場
合
に
於
け
る
Ｋ
晋
と
Ｈ
昔
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
下
・
項
等
の
頭
昔
が
元
代
に
は
Ｈ
よ
り
も
Ｋ
に
近
か
っ
た

の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
現
在
の
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
＾
-
ｋ
ｏ
ｕ
の
Ｋ
が
元
代
に
は
Ｈ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
優
の
と
こ
ろ
は
何
と
も
断

定
し
難
い
。
が
、
そ
れ
は
辰
れ
に
し
て
も
、
Ｋ
と
Ｈ
と
は
互
に
可
愛
性
を
も
っ
昔
で
あ
る
。
更
に
、
下
・
項
等
の
頭
昔
に
つ
い
て
も
、

５－-



ﾀﾞμ

そ
れ
が
″
∇
に
∇
ｒ
と
現
在
ま
で
に
便
化
し
て
来
て
ゐ
る
こ
と
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
そ
の
差
異
が
別
段
、
い
ま
の
場
合
の
結
論

　

に

　
　

≪
5
i
=
'
t
Ｊ
＾
　
Ｕ
　
W
J
　
M
-
ｊ
ｓ
C
ノ
■

j
　
M
、
　
は
Ｋ
＾
　
ｔ
i
あ
ら
　
因
み
に
い
ふ
、
陸
軍
省
の
蒙
古
語
大
略
典
で
は
ｄ
ｏ
ｈ
ｉ
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
と
訓
ひ
。
相
似
ル
、

を
左
右
し
利
る
’
゛
足
る
も
び
で
尤
Ｖ
事

　

日
力
’

　
　

う
迪
宮
ス
ル
、
一
致
ス
ル
、
記
菰
ス
ル
等
々
と
謬
し
「
功
努
に
酬
い
る
」
か
・
載
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

要
す
る
に
私
は
、
元
時
代
に
謂
は
ゆ
る

　

「
投
下
」
を
以
て
、
現
代
蒙
古
語
の

　

ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
ｋ
ｏ
ｕ

　

に
開
係
あ
る
も
の
と
断
定
し
た
い

の
で
あ
る
。
よ
り
端
的
に
は
、
「
功
努
に
酬
い
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の

　

ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
及
び
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
ｎ
と
い
ふ
形
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
投

下
」
「
頭
下
」
ｔ
'
ｏ
ｕ
-
ｈ
ｉ
ａ
並
び
に
「
投
項
」
「
頭
項
」
ｔ
　
ｏ
ｕ
-
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
の
原
語
に
営
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
現
在

の

　

ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
-
ｋ
ｏ
ｕ
　
　
　
＾
は
勿
論
、
「
投
下
」
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
た
諸
々
の
條
件
な
り
要
素
な
り
が
充
分
に
は
包
截
さ
れ
て
ゐ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ょ
い
。
日
用
言
語
と
し
て
在
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
が
ま
た
富
然
な
の
で
あ
る
。
た
だ
之

を
一
佃
の
歴
史
的
言
語
と
し
て
回
想
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
吾
々
は
出
来
る
だ
け
の
手
段
を
つ
く
し
て
、
そ
の
歴
史
的
内
容
を
豊
富

な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
　
Ｉ
ｆ
及
び
ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ａ
ｎ
　
　
ｆ
ｃ
ｇ
は
之
を
、
『
軍
事
的
励
功
に
酬
い
ん
が
た
め
に
設
定
さ
れ
る
種

々
の
特
権
規
定
の
總
脛
、
も
し
く
は
、
そ
の
受
領
者
』
で
あ
っ
た
と
定
義
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

本
来
以
上
の
や
う
に
定
義
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
而
も
相
続
と
い
ふ
血
脈
的
事
賓
の
心
理
的
影
響
の
下
、
却
っ
て
か
の
常
識
的

な
定
義
に
よ
り
適
は
し
い
者
と
な
り
っ
Ｘ
あ
っ
た
「
投
下
」
は
、
少
く
と
も
賓
顛
的
に
は
、
元
一
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
。
種
々
の

歴
史
的
役
割
を
果
し
な
が
ら
、
と
も
か
く
も
存
続
し
た
。
に
も
拘
ら
す
、
「
投
下
」
「
頭
項
」
等
の
名
跡
そ
の
者
は
、
元
の
中
葉
以
降
徐

々
に
元
人
の
語
彙
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
来
る
。
或
は
遠
ざ
け
ら
れ
て
来
る
。
元
代
史
開
係
の
諸
史
料
、
こ
と
に
元
史
の
本
紀
に
よ
る

と
、
「
投
下
」
の
語
が
次
第
に
「
愛
馬
」
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
て
来
た
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
「
愛
馬
」
と
は
白
鳥
倉
吉
博
士
の
克
明
を

６－-



極
め
た
考
鐙
忙
捉
へ
は
。
「
東
古
語
で
は
部
洵
‘
組
合
・
團
値
丿
州
郡
を
既
日
ゑ
と
５
　
i
S
’
　
　
K
a
l
m
ｕ
ｃ
ｋ
語
で
は
部
層
'
　
　
ｂ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
僣
の

部
曲
を
昨
ヨ
ぶ
と
い
ひ
、
Ｂ
ｕ
ｒ
i
a
ｔ
語
で
は
宗
族
を
昨
日
留
と
い
ひ
、
ｋ
Ｆ
Ｑ
語
で
は
孤
域
を
乙
日
ｊ
と
い
ふ
。
元
朝
秘
史
に

は
之
を
阿
亦
馬
黒
（
a
i
m
a
ｑ
）
と
１
　
じ
部
落
と
詳
し
て
あ
る
」
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
元
来
、
「
投
下
」
と
「
愛
馬
」
と
の
言
斟
的
開
係

は
ヽ
例
へ
ば
元
典
章
Ｊ
部
所
収
・
仁
宗
延
砧
五
年
石
の
公
文
に
ゝ

　
　

誘
ヽ
各
零
有
洽
人
呵
ヽ
只
敦
他
自
影
裏
丿
婁
付
ふ
ｔ
ｔ
腎
数
腎
難
穆
）
毎
ヽ
盃
胃
著
入
去
・

　
　
　

と
見
え
る
も
の
で
も
知
ら
れ
る
通
り
、
前
者
は
後
者
を
包
撮
す
る
も
の
、
後
者
は
前
者
に
よ
っ
て
包
橋
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で

　
　
　

あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
愛
馬
」
は
「
大
数
目
裏
人
」
の
對
柳
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
時
と
共
に
そ
れ
が
混
同
さ
れ
て
来

　
　
　

て
、
元
末
順
帝
の
頃
に
は
、
山
居
新
話
の
著
者
楊
璃
の
如
く
「
愛
馬
」
に
註
し
て
「
即
ち
投
下
な
り
」
と
す
る
や
う
に
た
る
。
言
葉

　
　
　

の
幅
の
同
一
覗
。
結
局
、
「
愛
馬
」
ば
か
り
が
行
は
れ
て
「
投
下
」
の
語
は
、
少
く
と
も
本
来
の
形
で
は
忘
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
明

　
　
　

初
の
編
纂
に
係
る
諸
文
献
、
例
へ
ば
華
夷
鄙
語
に
は
、
「
愛
馬
」
の
み
を
畢
げ
て
「
投
下
」
を
記
し
て
ゐ
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　
　
　
　

「
投
下
」
忘
失
の
過
程
が
一
１
　
純
た
る
言
葉
に
對
す
る
好
侭
の
便
化
に
基
く
も
の
に
過
ぎ
ぬ
か
、
二
或
は
叉
、
外
来
語
に
對
す
る
嫌

　
　
　

忌
の
腿
生
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
、
ヨ
更
に
は
、
よ
り
重
大
な
背
後
的
事
情
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
ま
だ
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　
　
　

言
の
時
期
に
達
し
て
ゐ
な
い
。
こ
の
際
多
少
の
臆
測
が
許
さ
れ
る
た
ら
ば
、
「
投
下
」
に
於
け
る
軍
事
的
意
義
の
槌
色
乃
至
は
喪
失
と

　
　
　

社
會
的
・
経
済
的
意
義
の
深
化
、
い
ぴ
換
へ
る
と
、
武
力
兵
術
か
ら
す
る
（
血
脈
と
）
土
地
人
民
と
く
に
人
民
諮
球
芥
ご
匹
四
一
一
匹
皿

　
　
　

皺
訂
び
頌
顕
特
い
牡
詐
ぶ
と
へ
の
重
鮎
の
移
動
が
、
主
と
し
て
こ
の
事
態
を
惹
起
さ
し
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

　
　
　

と
思
ふ
。
つ
ま
り
は
、
北
方
民
族
的
封
建
精
祁
か
ら
す
る
沸
民
族
的
封
建
精
紳
へ
の
質
的
な
移
行
が
、
そ
の
主
要
な
原
因
で
あ
っ
た

ら

　

も
の
と
見
た
-
Ｓ
の
で
あ
Ｉ
る
。
こ
の
こ
と
は
唯
、
「
愛
馬
」
が
よ
り
多
く
土
地
人
民
を
指
示
す
る
事
か
ら
の
立
宦
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
れ
を
映

７－-



即

　

鐙
し
よ
う
が
篤
に
は
、
元
時
代
に
於
け
る
兵
制
、
こ
と
に
「
投
下
」
の
も
つ
兵
槽
の
推
移
に
就
い
て
０
充
分
な
知
識
を
必
要
と
す

ダ

　
　
　
　

る
。
こ
の
鮎
後
の
考
へ
を
僕
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
し
、
百
の
考
路
必
す
し
も
常
に
一
の
直
観
に
勝
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

「
補

　

註
」

①
軍
事
的
剽
功
が
分
地
受
領
の
資
格
た
る
べ
き
も
の
（
の
少
く
と
も
一
つ
）
で
あ
っ
た
事
を
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
示
し
て
ゐ
る
文
献
は
、
元
史
巻

　
　

一
百
二
十
一
の
畏
谷
兄
傅
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
歳
丙
申
…
…
授
忙
帯
泰
安
州
民
萬
戸
。
帝
（
太
宗
）
評
其
少
。
忽
都
忽
對
曰
、
臣
今
差
次
、

　
　

惟
親
茜
数
多
寡
。
忙
雅
蓉
概
八
百
戸
。
帝
日
、
不
然
。
畏
苦
児
（
忙
得
の
父
）
封
戸
雖
少
、
戦
功
則
多
、
其
層
封
儒
二
萬
戸
、
具
十
功
臣
同
。
」
と

　
　

あ
る
。
但
し
直
接
に
は
「
投
下
」
の
語
を
用
ひ
て
ゐ
な
い
。
又
こ
れ
だ
け
で
は
文
治
的
動
功
の
資
格
性
を
否
認
す
る
事
が
出
来
ぬ
。

②
斉
し
く
紺
済
民
と
い
っ
て
も
、
私
奴
と
法
怜
ロ
と
が
本
質
的
に
は
却
っ
て
「
農
土
」
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ほ
怯
怜
ロ

　
　

は
本
主
に
従
っ
で
軍
陣
に
伍
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
（
例
へ
ば
元
史
一
百
二
十
一
速
不
台
傅
）
。
こ
の
こ
と
遼
代
の
私
奴
に
っ

　
　

い
て
は
知
る
所
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

③
茲
に
は
そ
の
基
本
的
で
あ
ｈ
ｙ
本
質
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
を
拳
げ
た
。
そ
れ
ら
中
の
ど
れ
か
の
者
の
特
殊
な
表
現
形
態
（
例
’
へ

　
　

ば
元
代
國
王
に
於
け
る
旗
幟
の
使
用
の
如
き
こ
右
し
く
は
そ
れ
ら
金
鼓
か
ら
の
疲
展
形
態
（
例
へ
ば
姑
赤
に
開
す
る
元
代
「
投
下
」
の
特
撮
の

　
　

如
き
）
と
思
は
れ
る
種
々
の
特
撮
規
定
は
姑
く
省
略
に
従
ふ
。
た
ｙ
冗
史
巻
九
十
百
官
志
、
繩
世
監
の
條
に
「
掌
作
盤
・
納
鉢
（
周
知
の
如
く

　
　

鐙
史
巻
三
十
一
僣
衛
志
に
は
捺
鉢
に
作
る
、
印
も
行
啓
の
こ
と
）
及
標
撥
投
下
草
地
。
有
詞
訟
則
治
之
、
」
な
ど
と
見
え
る
「
投
下
草
地
の
標

　
　

撥
」
１
に
れ
は
そ
の
性
質
上
、
又
元
代
の
文
献
に
屡
々
「
投
下
」
が
民
田
を
冒
占
し
て
牧
地
に
し
よ
う
と
し
た
跡
の
見
え
る
事
な
ど
か
ら
推

　
　

察
す
る
と
或
は
分
民
所
在
地
の
頒
賜
と
は
別
個
の
事
象
と
し
で
「
投
下
」
成
立
の
本
質
的
状
態
に
於
い
て
も
既
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と

　
　

も
考
へ
ら
れ
る
が
、
ま
だ
充
分
に
調
べ
が
っ
か
な
い
の
で
や
は
り
省
い
て
置
く
。

本
篇
は
、
か
つ
て
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
に
奉
職
中
、
指
導
員
羽
田
先
生
の
閲
院
を
紺
で
提
出
し
た
、
極
め
て
簡
１
　
な
紙
片
二
枚
の
メ
モ

風
の
研
究
縮
過
年
次
報
告
の
趣
意
を
、
そ
の
寫
し
に
よ
っ
て
登
展
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、
直
接
に
は
講
義
草
案
を
基
に
し
た
。
（
小
川

裕
人
氏
の
制
第
下
、
そ
の
輝
し
き
幻
影
に
お
び
え
っ
ｉ
八
月
一
一
六
日
稿
了
）
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